
Ⅰ．はじめに

　台湾から導入されたモクマオウのうちグラウカモクマオウ

（Casuarina glauca）とトクサバモクマオウ（C. equisetifolia）

は，耐潮性に優れ，土地を選ばないという利点から，主に海岸防

風林，農地防風林として植栽されたが，老齢化が進み，台風によ

る折損や倒伏等の被害を受けやすくなっている（中須賀　１９９４）。

このようなモクマオウ林の樹下ではモクマオウ自身を含めた更新

樹種が認められず，林分が衰退していることから，防風林の機能

を維持するため，更新技術の確立が求められている（平田ら　

１９９２，平田ら１９９３）。また，農地防風林ではモクマオウ樹下の農

作物に対する生育阻害性が懸念されている。以上のことから，モ

クマオウ樹下の更新樹種や農作物に対するモクマオウの他感作用

の有無とその物質の同定，有効濃度，作用経路を明らかにする必

要がある。　

　これまでに，トクサバモクマオウの他感性については枝葉から

のメタノール抽出物質に生長阻害物質であるパルチミン酸が含ま

れていること，枝葉の水抽出物には植物制御活性が低いことなど

が報告されている（脇田・芝野　１９９１，Suresh・Vinaya Rai １９８７）。

しかし，部位別に検証した報告はなく，グラウカモクマオウにつ

いての研究はみられない。

　本報告では，グラウカモクマオウとトクサバモクマオウについ

て，他感作用の有無と作用経路を明らかにするため，樹種別およ

び部位ごとの生長制御機能および発芽制御活性について検討した。

Ⅱ．材料と方法

　樹種ごとの試料はモクマオウの枝葉，落葉落枝，材，樹皮，根，

根皮及び周辺土壌より採取した（表－１）。幹と根は，水洗いし

て風乾させた後，材と皮に分けてそれぞれ１mm以下となるよう

に粉砕した。周辺土壌はモクマオウの四方向から１m地点（土

内），２m地点（土外）の計８箇所から深さ２０cmまでの土壌を採

取し，それぞれふるいわけを行った（mesh No．５～１０）。枝葉と

落枝落葉は異物を取り除いた後，水洗いして風乾させた。すべて

の試料はビニール袋に入れて試験開始まで低温（５℃）で保存し

た。

　樹種及び部位ごとの他感性物質の有無および作用経路の検討に

は，サンドウィッチ法を用い，生長制御活性を測定した（藤井・

渋谷　１９９１）。マルチウェルプレートに０．５％寒天で生試料

（５０mg，１００mg）を包埋し，寒天上に検定植物を播種後，発芽試

験器内で培養した（２５℃，暗黒下）。対照区として試料を添加し

ない区を設け，検定植物を播種後，同様に培養した。それぞれの

処理区の繰り返し数は６とした。

　使用した検定植物はラディッシュ（紅娘，サカタのタネ）とレ

タス（グレートレークス３６６号，タキイ種苗）とし，播種数は１

穴にラディッシュを７粒，レタスを１０粒とした。播種７２時間後に

発芽数と根長，胚軸長を測定した。

Ⅲ．結果

　対照区における発芽率はラディッシュで９６～１００％，レタスで

８８～１００％であった。ほとんどの処理区において，発芽率はこの

値の範囲にあったが，グラウカモクマオウの樹皮５０mg区におい

て，レタスの発芽率が７３％となり，発芽抑制が認められた

（Mantel-Haenszel Χ２-test　有意水準５％）（表－２）。

　生長制御活性について部位別の根長及び胚軸長の対照区に対す

る生長比について比較した（図－１，２，３，４）。有意差検定には

Mann Whitney U-test を用いた。

　ラディッシュの根において生育制御活性は，５０mg区ではグラ

ウカモクマオウの樹皮と根皮，トクサバモクマオウの材に対して

生育抑制効果が認められた（図－１）。１００mg区では，グラウカ
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表－１．試料ごとの採取日と採取場所
採取場所採取日試　　料樹　　種
沖縄県宜野座村２００２．９．２０根，周辺土壌

グラウカモクマオウ 沖縄県名護市２００４．９．１７枝葉，落葉落枝
沖縄県名護市２００４．７．１６材，樹皮
沖縄県名護市２００２．９．２０根，周辺土壌

トクサバモクマオウ 沖縄県名護市２００４．９．１７枝葉，落葉落枝
沖縄県名護市２００４．７．１６材，樹皮



モクマオウの落枝落葉と根皮，トクサバモクマオウの枝葉，樹皮，

根皮に生育阻害効果が認められた。特に両樹種の根皮に顕著に高

い生育阻害効果が認められた（図－２）。

　ラディッシュの胚軸に対する生育制御活性は，５０mg区ではグ

ラウカモクマオウの枝葉とトクサバモクマオウの樹皮に生育促進

効果が認められた（図－１）。１００mg区ではグラウカモクマオウ

の枝葉と材，トクサバモクマオウの樹皮に生育促進効果が，グラ

ウカモクマオウの根皮に生育阻害効果が認められた（図－２）。

　レタスの根に対する生育制御活性は，５０mg区ではグラウカモ

クマオウの材に生育促進効果が，グラウカモクマオウの枝葉と樹

皮，根皮，トクサバモクマオウの樹皮，根皮に生育阻害活性が認

められた（図－３）。１００mg区ではグラウカモクマオウの土内，

土外に生育促進効果が，グラウカモクマオウの枝葉，落枝落葉，

樹皮，根材，根皮，トクサバモクマオウの落枝落葉，樹皮，根材，
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図－１．ラディッシュに対する生長制御活性（５０mg）
（上：胚軸，下：根）

＊：１％有意（Mann Whitney U-test）

図－２．レタスに対する生長制御活性（５０mg）
（上：胚軸，下：根）

＊　：１％有意（Mann Whitney U-test）

図－４．レタスに対する生長制御活性（１００mg）
（上：胚軸，下：根）

＊：１％有意（Mann Whitney U-test）

図－３．ラディッシュに対する生長制御活性（１００mg）
（上：胚軸，下：根）

＊：１％有意（Mann Whitney U-test）



樹皮に生育阻害活性が認められた。特に両樹種の樹皮と根皮に顕

著に高い生育阻害効果が認められた（図－４）。

　レタスの胚軸に対する生育制御活性は，５０mg区ではグラウカ

モクマオウとトクサバモクマオウの枝葉と材に生育促進効果が，

グラウカモクマオウの樹皮，根皮に生育阻害効果が認められた

（図－３）。１００mg区では，グラウカモクマオウの枝葉，材，土

外，トクサバモクマオウの枝葉，材に生育促進効果が，グラウカ

モクマオウの樹皮と根皮，トクサバモクマオウの根皮に生育阻害

効果が認められた（図－４）。

Ⅳ．考察

　他感性の作用経路には，①葉や花からの揮発性物質による作用，

②落葉落枝からの水抽出物による作用，③落葉落枝の分解物質に

よる作用，④生きた根からの滲出物質による作用，⑤土壌に残っ

た根の分解物質による作用などが考えられる。

　本試験では，発芽抑制効果はグラウカモクマオウの樹皮５０mg

区で認められたが，１００mg区では認められなかったことから，

有効濃度が限られている成分が含まれていることが推察された。

また，部位試験では，グラウカモクマオウとトクサバモクマオウ

のどちらにおいても根皮に生育阻害活性が顕著に認められた。特

にグラウカモクマオウの根皮はラディッシュの胚軸に対して

５０mg区では効果が認められなかったものの，他の処理区では顕

著に高い阻害効果を示した。

　したがって，根からの滲出または土壌に残った根の分解物が更

新樹種の出現を抑制している要因の１つであることが示唆された。

モクマオウの根系は表土近くをはうように広がっており，他樹種

の侵入に大きく影響を与えることが推察された。

　根皮に次いで生育阻害活性が高かったのは，グラウカモクマオ

ウの樹皮で，特にレタスの根に高い生育阻害活性を示した。アル

カロイドの一種で強酸性のcasuarine（１R，２R，３R，６S，７S，７aR）-

３-（hydroxymethyl）-１，２，６，７-tetrahyroxypyrrolizidine が 含

まれていることが報告されているトクサバモクマオウの樹皮は，

レタスの根に対しては高い生育阻害活性を示したが，両種の根皮

とグラウカモクマオウの樹皮に比べてその効果は低かった

（Nash et al. １９９４）。よって，根皮に高濃度に同成分が含まれてい

る，もしくは別の活性成分が含まれていることが考えられ，今後

は，作用経路を特定するため生育阻害を示した成分の同定を行う

必要がある。

　今後は，モクマオウの他感性物質に対して耐性のある樹種の抽

出や根を取り除くといった施業方法を検討するなど，モクマオウ

防風林の更新技術の改善の検討が必要である。
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表－２．ラディッシュとレタスの発芽率
レタスラディッシュ

１００mg５０mg１００mg５０mg
９５９５１００１００枝葉

グラウカ

９５９３１００１００落枝落葉
９８９８１００１００材
９２　７３*１００９８樹皮
９８９７１００１００根材
９７９５１００１００根皮
１００１００１００１００土内
９８１００１００１００土外
９３９７１００９８枝葉

トクサバ

１００９７１００９８落枝落葉
９８９２１００１００材
９３９８１００９８樹皮
９５９７１００１００根材
９５９８１００１００根皮
９８９９１００１００土内
９６９９１００９８土外

＊：５％有意（Mantel-Haenszel Χ２test）


